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北九州市立自転車駐車場（１９施設）（通常施設管理型） 

指定管理者選定に関する提案概要 

審査項目 公益社団法人 北九州市シルバー人材センター 

１ 指定管理者 

としての適性に

ついて 

（１）施設の管理運営に対する理念、基本方針 

・理念に、「お客様第一主義」を掲げ、利用者の満足度の高い、

地域に開かれ親しまれ、愛される「駐輪場」の実現を目指します。

・基本方針は、「施設の有効性を担保」「施設の効率性の追求」「施

設の適正性の確立」とします。 

【数値目標】             (単位：千台) 

年度 H31 H32 H33 H34 H35

利用台数 1,488 1,488 1,488 1,488 1,488

（２）安定的な人的基盤や財政基盤 

・豊富な経験と能力を持つ 3，000 人の会員と統括業務を担う実

務経験を重ねた事務局体制により、良好かつ安定的な施設運営を

行います。 

・当センターは「高年齢者の雇用の安定等に関する法律」に基づ

き設立された公益社団法人であり、公共、民間からの事業収入、

市などからの補助金及び会員の会費収入で健全な財政運営を行

うと共にその運営状況はオープンにされています。 

（３）実績や経験など 

・駐輪場については、設置以来２９年余りの運営経験があります。

また、平成２９年度の利用者アンケートにおいては９４．２％（通

常型）の利用者が管理員の対応に満足と回答しており、その他の

項目でも高い評価を得ています。 

・駐輪場の他、自転車貸出し施設 1箇所、自転車保管所８箇所、

駐車場２箇所の管理運営に携わっています。 
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【有効性】

に関する 

取組み 

（１）施設の設置目的の達成に向けた取組み 

・一般市民向け、既利用者向け、放置自転車所有者向け等、それ

ぞれの切り口から多様な媒体を活用した、ＰＲ、啓発活動を管理

員のみでなく全会員によって組織的、多面的、効果的に進めて行

きます。 

・放置自転車の取り締まり強化が適正な駐輪場利用に最も有効で

あるので、「放置自転車」防止対策活動の強化・徹底により、利

用者及び収入の増加を図ります。 

（２）利用者の満足向上 

お客様第一主義をモットーに、利用者の満足度向上のため、「感

謝の心が伝わる対応」「利用者の目線と状況に合わせた対応」「良

好な環境作りへの対応」「状況に応じた多様なサービスの提供」

に努めます。 

【数値目標(利用者アンケート満足度)】      (単位：％) 

年度 H31 H32 H33 H34 H35

管理員の応対 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0

〃 身だしなみ 95.5 95.5 95.5 95.5 95.5

施設の清潔さ 97.5 97.5 97.5 97.5 97.5
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【効率性】

に関する 

取組み 

（３）指定管理料 

・人件費の抑制、競争入札等を徹底し、経費の削減を図ります。

・電力契約に入札方法を導入し、料金の低減を図ります。 

・ＰＣ導入による管理事務の省力化を図ります。 

・６か月定期券の導入による人的コストの低減を図ります。 

・照明のＬＥＤ化による経費の低減を図ります。 

・自主事業として、自動販売機を設置し、収益を指定管理業務へ

充当します。 

【指定管理料提案額】              (単位：千円) 

年度 H31 H32 H33 H34 H35

管理運営費 204,893 204,893 204,893 204,893 204,893

自主事業充当 458 458 458 458 458

指定管理料 204,435 204,435 204,435 204,435 204,435

（４）収支計画の妥当性及び実現可能性 

○経費の低減 

・再委託が必要な保守点検等について、市の基準に基づく競争入

札、相見積もりの徴収を徹底し、不要な経費の削減に努めます。

・施設の設備、建物等の修繕等の簡易なものについては、管理員

が直接行うか又管理員が対応できないものについては、技術を持

つ所属会員に請け負わせ実施することにより、経費の削減を図り

ます。 

○収入の増加 

・適正な駐輪に対する多面的、組織的なＰＲ、啓発活動を徹底す

ることにより利用者及び収入の増加を図ります。 

【適正性】

に関する 

取組み 

（５）管理運営体制など 

・管理責任者を業務第２課長とし、「駐輪場」統括職員１名、事

務補助員２名を置き、各「駐輪場」の指導監督、運営調整を行い

ます。 

・各駐輪場においては、場長１名を配置し、その下に３班編成を

組み、各班に現場責任者を置き、管理員に対する研修・指導その

他種々の業務管理を行います。 

（６）平等利用、安全対策、危機管理体制など 

・全管理員に対して、就業前研修において、駐輪場は公の施設で

あって市から管理権限を受任するものであり、すべてのお客様に

対して「お客様第一主義」で平等的取り扱いをするよう指導を徹

底します。 

・駐輪場に「施設管理組織表」を掲示し、場長・現場責任者、管

理員別に管理責任内容を明確にするとともに、「緊急連絡体制」

を敷き、日常の安全対策等、緊急時の対応に取り組みます。 


